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要　　約

本文根据近些年在況清潔堂捜集到的材料,考察日本大学生対中国的間接体験及其玖班的突

防情況,提出今后加探中国玖切所庇解決的迫切何題及其可能性.本文由1) ``知iR中的中国" ; 2)

``文芸作品中的中国;3) ``新開媒体中的中国";4) "中国タト的中国"四部分組成。我イロ的結塘

是, 1)日本大学生対中国的理解仇停留在表面的和局部的玖現水平上,克服表面玖班所帯乗的

何題是今后包括中国理解在内的跨文化教育的中心探題; 2)知班水平上的中国玖切能力有一定

的弱化傾向,而来日所謂宜接蛭験的中国玖班亦有失偏頗; 3)更多地引等文学芝木作品的間接

与欣賞是提高中国玖班的重要手段; 4)克服新開媒体的俣専是糾正対中国措俣玖iR的夫役之所

荏; 5)日本或其他国家日常生活中的中国文化体金亦有助干対中国的理解,但不能将迭秤"本

土化''了的中国文化与大随的中国文化等同起来.

芙恕掬:間接後金,中国玖iR,知班,文苫作品,新開媒体,中国外的中国

人英若想得救,我イJl就必須集中注意我イJ7的相同之赴,我n和一切別人的共同点。

我イ[]必須尽一切方法避免が大差昇。

- J. L. Borges. Twenty-four hours Dialogue with Borges.

1.はじめに

日本の大学で中国語を教え始めてから,かれこ

れ十数年経っている。その間,受講者と意思疎通

を図りながらスムーズに授業を展開するために

は,授業アンケートを取ったり, 「私の中国体験

記」という題で作文を書いてもらったりした。学

生諸君が自分たちの持つ中国イメージや,間接

的,直接的な中国体験の感想を素直に述べてくれ

た。当然のことながら,そのほとんどは,日本の

中の中国という間接的な経験である。それにして

ち,その間接的な経験の中には,日本人学生の中

に形成されている中国像いわば中国認識のあり方

を把握するヒントが多くある。本稿は,日本人学

生が自由記述の形で教えてくれたその間接的な経

験から得られた中国認識の一端を措きながら,日

I)張隆洪(非我的神活一西方人限里的中国) (Spence
〈文化共同与文化利用一世界文化息体対活中的中国形象》

(北京大学出版社, 1990)収束)より引用。

本人学生がどのようなルートを通して,どのよう

に中国を見ているかを記述分析して,中国理解の

問題を提示すると共に,今後の中国理解を含めた

異文化教育の方向性や可能性を検討することを目

的としている。

日本人学生の報告を見ると,間接的中国体験の

ルートとしては,たいてい, 1)授業や教科書,

2)文学芸術作品, 3)新聞やテレビ, 4)中華

街や在日中国人及び諸外国での体験といった4つ

に分かれることが分かる。本稿も,その4つに

沿って, 1) 「知識の中の中国」, 2) 「フィクション

の中の中国」, 3) 「マスコミの中の中国」, 4) 「中

国の外の中国」に分けて,日本人学生が間接的に

見てきた中国及び中国理解のあり方を描いてみる

ことにする。2)

2.知識の中の中国
日本において, 「漢学」という学問が成立して

いるように,古来日本人は中国に対して極めて強
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い関心を示し,多領域にわたる多面的な研究を行

い,世界でも類を見ない蓄積を残している。そし

て,その字間的成果から得られた知見,知識は,

教育の普及に伴い,庶民一般に浸透して,日本人

の基本的な教養となっていた。中国古典に含蓄さ

れる哲学や思想,価値観などは,場合によって中

国人以上に理解されているとも言える。3)今まで,

義務教育制度の完全実施や,高等学校,大学の高

い進学率により,日本人学生はより体系的な教育

を受ける中で,中国認識,中国理解のための教育

も受けてきた。歴史や地理,社会などの授業科目

はもちろんのこと,国語の授業においても,漢

文・漢詩の単元が設けられているように,中国理

解に関連を有する教育が継続的に進められてい

る。地理の授業で覚えてきた揚子江(長江)や黄

河,万里の長城,歴史の舞台に登場してくる中国

英雄の群像,社会の授業で知らされた一人っ子政

栄,そしてまた国語の授業で理解している「子日

く」の孔孟思想など,いずれも中国に対する間接

的体験になり,中国社会への追体験となるのであ

る。日本人学生の中国理解の源泉は多くがこのよ

うな教育に求められるのである。

毎年実施される大学入試センター試験「国語」

には必ず「漢文」の試験が課されるように,漢

請,漢文は日本語の一部として位置づけられる。

漢字語はもちろんのこと,中国古典の故事成語や

名言名句も,日常の日本語として使われている。

漢文,漢語の学習を通じて,日本人学生は,中国

に対する理解を深め,中国のイメージをも形成し

ていくはずである。李白の「早発白帝城」, 「静夜

思」,杜甫の「春望」,白楽天の「長恨歌」は,若

い学生を含めた多くの日本人に楽しまれる。4)

NHKのテレビ番組「漢詩紀行」やカルチャーア

2)日本語において, 「児童」, 「生徒」, 「学生」は,それ

ぞれ小学校,中等学校(中学校・高等学校),大学で教
育を受ける者を指し示している(r広辞苑J)。本稿もそ

の使い分け方に従って, 「学生」とは大学生のことを意
味する.

3)加藤(2004)が,日本人の「漢文力」について, r洪
文の本家は中国ですが,二十世紀初頭までの近代に限っ

てみれば, r科挙J (官吏登用試験)の受験勉弓卸こ呪縛さ

れていた中国人よりも,洪文を純粋な教養として学んで
いた日本人のほうがr漢文力Jをもっていた,と言える

かもしれません」と述べている(p.8).一知識人に関して
は加藤氏の指摘のとおりだが,識字率の割合や書籍流通

の事情な`どからして,庶民のレベルにおいても,日本人

がより漢籍に接触する機会が多かったとも言えよう.

ワ- 「漢詩への誘い」などがそれなりの視聴率を

保っていたのも,漢文学の普及,浸透を物語って

いる。漢詩や漢文が日本人学生の中の中国像を形

作る上で大きなインバクlトを与えており,中国に

親近感を覚えさせてきた。大学に入学し,中国語

を第二外国語に選択する,或いは中国語を専門と

する学生の多くは,漢詩,漢文に魅せられたから

だという。 「私の名前のr紗」は,中国の美しい

布からきたと父から聞いた」5)と愛着を持って報

告してくれる日本人学生を目の当たりにすると,

ある意味では,中国の伝統文化は血肉と化され,

日本人のアイデンティティーの確立に多かれ少な

かれ影響を及ぼして(ゝることを思い知らされる。

中国の古代史や,古典思想,古典文学に大いな

る関心を寄せる日本人学生も少なくない。史書

「史記」, 「三国志」, 「十八史略」などを愛読する学

生にとっては,春秋戦国の遊説家,劉邦と項羽,

三国時代の劉備,曹操,諸葛孔明がヒーロー,ま

たは憧れの的となっている。そして,「封神演義」,

「水瀞伝」, 「西遊記」を楽しむ一方,老荘思想や

孫子兵法の妙味を味わっている。諸葛孔明の「亮」

を取って名前を付けられたことを誇らしげに告げ

る学生もいるほどである。教科書のなかで触れた

中国歴史の深み,重みは,日本人学生に中国に対

する尊敬の気持ちを容易に持たせてくる。 「高校

で日本史や世界史を勉強するとき,中国は常にそ

の存在感を意識させる国でした。中国なくしては

どこの歴史も語れないと言えると思いました。」

というような記述はよく目にするものである。

ところで,最近,このような「知識の中の中

国」への理解が困難になりつつあるように思われ

る。理由の1つとしては,マスメディアなどの影

響による日本人学生の読書離れや,漢字能力,漢

文能力を含めた国語能力低下の問題が挙げられ

る。その間題により,漢籍に接触する機会が減

り,中国古典を読み解く力が弱まることが十分予

想され,知識の中の中国を理解するルートが遮断

されるのではないかという危倶さえある。日本人

4) 1983年筆者が初めて日本を訪れた時,高校の国語授業

を見学した。ちょうど「長恨歌」の授業だった.中国語

で詠んで聞かせた「長恨歌」に示した高校生たちの興
哲,驚喜の反応は今も忘れられない.

5)学生たちの気持ちや感じ方を尊重する趣旨から,本稿
では日本語表現をそのまま引用していることをことわっ

33f
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学生に対する中国理解の教育の課題として,この

間題に留意すべきであろう。6)

それに加え,もう1つの問題は,語学の現地学

習経験を重視する風潮と同様に,中国での直接的

体験を強調するあまり,歴史や文化に対する深層

的認識を深める知識を否定するような意見が蔓

延っていることである。

「中国のイメージは現代的なものよりも古代の

文学なり文化なりに固まっています」と学生が自

己認識,自己分析をしているように,知識の中の

中国への認識には偏りがあるのも事実である。本

を読む能力に優れる人が必ずしも現実の意味を理

解する能力に優れるに限らないのと同様に,知識

の中の中国を理解している人が現実の中国をよく

理解できるとは限らない。習得した中国に関する

知識をひとり歩きさせ,そしてその知識に振り回

されるようになっていくことも考えられる。実

防, 「私のように中国古典の研究者には,中国に

対して一種の幻想めいた憧れを抱くものが多く,

性懲りもせず現代の中国に古典中国の残像を探し

求めようとする。その結果,交通ルールの無視

や,店員の粗野な対応に接するたびに,ああ,こ

んなはずじゃなかった,と落ち込んでしまう」と

いうように,中国の現実に遭遇し,失望した古典

の研究者もいるらしい。7)ただし,現代中国と古

典中国との間に存在する「承離」は,古典中国の

理解を放棄することを意味しては決していない。

むしろ,古典中国から現実の中国に対する解釈を

求めるべきではあるまいか。歴史は切断するはず

がないものなのである。個別の直接的中国体験

は,部分的には事実だろうが,しかし必ずしも全

体の真実ではあるまい。どういう事情,状態,因

果関係にあるかを確定しなければならない事実問

題がそこにあるはずである。中国の現実に嘆いた

当の学者が本当に古典中国を理解しているのかも

疑問である。

上のような学者の嘆きとあいまって,恰も中国

の暗部しか「直接的体験」できないというような

6)読書離れや文章力の低下にふれ,加藤(2004)が「百

年後の史家は, r平成』をふりかえり, r言葉が失われた

時代J　と定義するかもしれません。」と指摘している

(p.13).なお,日本人学生の漢字運用能力の低下につい
ては,虚涛(2004b)を参照されたい.

7)古森義久r日中再考j (産経新聞札2001) p.16を参
照。

記述も散見する。 「すべての人に開放されるべき

だとする建前があるにもかかわらず,実際には特

定の人間からの紹介状がないと本を貸さない公共

図書館。顔見知りにはrどうぞ,どうぞ」を愛想

よく対応するものの,見知らぬ客は明らかに無視

する国営食堂のウエイトレス。バスの到着や郵便

物の受付を待つのに,決して列を作らない人々。

路頭で売っているリンゴを買おうと思って眺めて

いると, Fやめろ,君からぼったくろうとしてい

るJ　と進言してくれる友人。道路に籾殻を撒き散

らし,われわれの乗ったバスに脱穀してもらおう

と　r早く通れ.J　とせかす農民。 r食べ終わったら

早く捨てろよJ　と言って,食べ終わった弁当の発

泡スチロール容器を車窓から捨てる旅の道連れ。

その一つひとつの存在が,筆者を悩ませ,戸惑わ

せた。そして,みずからの苦悩を癒すために,中

国人の行動原理を説明する文章を書こうと思っ

た」8)。研究者の苦悩を癒すのが字間的実践の動

機づけのようだが,苦悩の種を連ね並べ,誇張す

るあまり, 「楽しみ」の現実を見過ごして客観性

に欠ける論考を進める危険性もあるかも知れな

い。個別の経験に拘らず,中国伝統文化の理解の

意義を考え直すべきという意見に耳を傾けるべき

であろう。 「今留学から帰った人達が不満不平を

並べるのを聞くのは耐え難い。欠点ばかり見てき

て何の留学かと言いたいが,世の中の風潮であ

る。若い人が憧れや惚れ込むものを持たないで留

学は成立するものではない。中国をもっと長いス

パンで見て欲しいと思う。伝統文化が視野に入っ

た時初めて中国は輝き始めるのではないか。」9)

事実,日本人学生の中国体験報告には,上に引

用した学者たちの経験とまったく逆の印象を与え

るものもある。 「私は学生時代に一人で中国を旅

行したことがある。そのときにさまざまな人と話

をした。あるところでは偶然知り合っただけで家

に招待してもらい,いまでも手紙のやりとりがあ

る。 (中略)。この人は天津に住んでいる女性で,

移動する手段を尋ねたところ,たまたまその時間

は既にバスがないと告げられ,私は途方に暮れ

た。彼女はついてきなさい,と言い仕事帰りの自

8)園田茂人r中国人の心理と行動j (NHKBOOKS,

2001) p.31を参照。
9)大河内頗憲r私の中国語学習」 (同学杜rトンシュエ』

第2号(1991)を参照。

-135-



転車を押しながら私を家へと案内した。当時現在

よりはるかに言語レヴェルの低かった私はあまり

状況が飲み込めず,とぼとぼと彼女の後を疑心暗

鬼になりつつついて行った。家では妙め物やラー

メンなどをいただき,ありがたかった。その日は

近くの中国人しか泊まれないr招待所Jを紹介さ

れ,彼女は翌日の5時に迎えに来ると言い残して

去っていった。不安を抱きつつも流れに身を任せ

ていたが,彼女は時間どおりに迎えに来て,しか

も外に天津港行きのバスまで待たせてくれてい

た。私はありがとうとしか言えず,バスの中で泣

いた。どうして見ず知らずの人にここまでできる

のだろうと。このことが,人生最初の大きく,そ

して私の未来を決定付けたとも言える異文化体験

である。」

フランスの歴史家アラン・コルパン氏が,歴史

への関心が失われている理由を説明して,こう述

べている。 「世の中が現在中心主義になってし

まったからだ。社会の変化が速くなり,新しい情

報があふれているために常にいまの出来事に目を

奪われている。現代人は過去や未来に日を向ける

余裕を失って,現在に自己陶酔的に執着している

ように見える。」10)個人的経験をベースにして

今の中国社会を見てしまうのは,正にアラン・

コルパン氏が指摘した「現在中心主義」的手法で

あり, 「現在に自己陶酔的に執着」した結果その

ものと言えよう。哲学者の谷川徹三の言葉が思い

出される。 「学問は満足しようとしない。しかし,

経験は満足しようとする。これが経験の危険であ

る。」個別の経験は場合によって,偏った結論に

なってしまう可能性が高い。実際,後述するよう

に,マスコミの報道に誘導され,形成された中国

認識には,その個別の取材によって作り上げられ

たものもある。歴史や文化は代々に蓄積され継承

されるはずのものであり,それらへの不断の探

求,学習が必要不可欠であろう。

3.フィクションの中の中国

歴史や伝統文化と同様,文学芸術作品も異文化

理解のために重要な役割を果たすものである。し

かしながら,情報化社会に生まれ育った日本人学

生たちは,マスメディアから大いに影響を受け,

10) r朝日新聞』 2005年11月24日朝刊を参軌

文学芸術作品,特に中国人の手によるものに触れ

る機会がかなり少ないようである。

アメリカ人作家パールバックの「大地」や,近年

紹介された在英,在米中国人による「ワイルド・

スワン」や「上海の長い夜」などを読んでいる日

本人学生もいるが,極僅かである。魯迅をはじめ

とする現代作家の一連の作品は一時日本に多く紹

介されていた。魯迅研究から現代中国文学の研究

をスタートした日本人研究者も多かったし,国語

の教科書にも魯迅の「故郷」などが採用されてい

た。しかしいつの問にか,国語の教科書から魯迅

の作品が姿を消し,魯迅の名前すら知らない高校

生もいるという。

中国文学作品を読む代わりに,中国を舞台とす

る日本人の作品を読んで,中国を理解しようとす

る傾向が見られる。日本人作家が解釈を試みた中

国への擬似体験のようなものである。それは,古

めかしい中島敦の「李陵」や吉川英治の「三国

志」や井上靖の「敦燈」,或いは今の人気作家で

ある酒見賢一や高村薫(例えば「李欧」)である。

映画に関しても同じことが言える。ブルース・

リー,ジャッキー・チェンなどのカン7-映画

や, 「ヒーロー」, 「ラバーズ」のようなアクショ

ン映画,張国栄,梁朝偉などの香港,台湾映画に

人気が集まっている。 「中国語をやって,ジャッ

キー・チェンの映画を字幕なしで見たい」という

中国語授業への要望に示すように,ポピュラーカ

ルチャーまたはエンターテイメントとしての映画

が主流となっている。毛沢東や周恩来よりも,日

本人学生たちは,ブルース・リーやジャッキー・

チェンから,中国認識の拠り所を求めようとする

のである。そもそも映画スターが学生の中のヒー

ローになっているのかも知れない。小説と同じよ

うに,中国を舞台とする日本の映画作品やテレビ

ドラマを学生たちは楽しんでいる。山崎豊子の小

説がドラマ化された「大地の子」がその典型であ

る。残留孤児を育てる中国人の父親の人間像が多

くの日本人学生に感動を与えており,日本人学生

もそのドラマから中国の時代背景を捉えようとす

る。

近年,中国大陸の映画は日本に紹介され,徐々

に見られるようになっている。陳凱歌監督の「覇

王別姫」や,張芸謀監督の「赤い高梁」, 「初恋の

来た道」など,いわゆる純文学のような映画を見
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せると,日本人学生はそこに見られる中国を感じ

たりして,理解を深めようとする。そして,人間

の普遍的な感情の共鳴を覚えてくる。中国の映画

を鑑賞し,感情移入して自分を省みるに至った

ケースもしばしば見られるO張芸謀監督の「初恋

の来た道」の感想の一節を紹介しておこう。

「日本映画では表現できない恋愛物語だったと

思います。現代の日本とは国も時代も全く違う背

景設定なのに,すごく共感できる場面が多くあり

ました。私たちが今してる恋愛は,出会いが人工

的なものだったり,ゲーム感覚だったりすること

も多いです。だからこの映画で,純粋な"恋''と

いうことを見せられた感じがして,とても新鮮で

した。 (中略)音楽のせいで時々泣きそうになり

ました。とても素敵な映画に出会えて幸せです。」

今後,いかにして小説や映画を紹介し,中国理

解の教育に導入するかが,フィクションの中の中

国ひいて中国認識に繋げる重要な課題として残っ

ている。

4.マスコミの中の中国

10年はど前の調査によると,親近感を覚える国

は, 1位はアメリカ合衆国で, 2位は中国であっ

た。そして,アメリカ合衆国の場合は, 「日本と

の緊密なつながり」がその最大の理由となってい

るが,中国になると, 「歴史」が最大理由となっ

ている。ただし,親近感を感じる国の判断材料と

しては,中国の場合も　2,3位の情報源である

書籍と授業を凌ぎ,テレビが第1の情報源となっ

ているという11)これは,テレビなどのマスメ

ディアが日本人学生の中国に対する見方を左右す

る事実を物語っている。

恐らくジャイアントパンダが日本のマスコミに

登場したことが, 「マスコミの中の中国」を形作

る,最初のもっとも象徴的な「事件」であろう。

テレビ映像の中に映っている中国は,上で見た知

識の中の中国やフィクションの中の中国よりも,

日本人学生にとって最も身近な「真実」として受

けとめられている。日本人と会話を交わすと,あ

たかも中国でどこでも誰でも「老酒」を飲んでい

るかのように,しばしば「老酒」をスモールトー

クの話題にされる。しかしいざ現場に入り込む

ll)北海道大学言語文化部絹(1995) p.22, p.24を参軌

と, 「r中国-烏龍茶)というイメージがあったの

ですが,実際は緑茶ばかりでした」という期待は

ずれの意外な中国体験に示されるように,烏龍茶

のような商用コマーシャルさえイメージ作りにか

なりインパクトを与えている。次の記述が商用コ

マーシャルの影響力を如実に物語っている。 「特

に目立った中国経験はありませんが,中国的なも

ので一番印象にあるのはウ-ロン茶のCMです。

いろんなウ-ロン茶のCMがありますが,一番

好きなのはサントリーのウ-ロン茶のCMです。

中国人の女の人が歌う中国語での歌やふんわりし

た感じが好きです」。そして,マスコミに現われ

てくる中国を見ると,日本人学生は,中国人に対

する一般化,抽象論を行いがちである。 「中国の

人は漢字をド忘れしたらどうするのでしょうか?

(中略)この前何かの番組でやってた気がしたけ

ど,その時の中国人の答えは, "あきらめます"

でした。そんなのでいいのか中国人!適当すぎる

ぞ中国人!」という記述のように,テレビに映っ

ている個別の事例によって,中国人は大雑把とい

う結論をつけようとする。また,テレビに映って

いる画面が脳裏に刻まれ,自転車で通勤する繁華

街の風景をたよりに,中国を「自転車大国」, 「自

転車王国」と見てしまい,北京や上海のメインス

トリートが,バスや串で溢れている場面や,辺郡

な山村では今もなお自転車が珍しいという現実を

見忘れてしまう。

さらに注意を喚起すべきは,マスコミの報道に

よって,中国に対する愛憎の感情が変わってしま

うことである。岡田(2002)の報告によると,中

国との関係の問題に関しては,異なる新聞を読む

学生が,異なる立場とスタンスを取って,異なる

態度,反応を示している(下表を参照)0

中国がすき
侵略の謝罪が 教科書問題は

十分 内政干渉

朝日新聞

読者
19.40% 19.40% ll.10 %

産経新聞

読者
9.50% 42.10 % 31.60%

「反日デモ」の報道を見ると, 「私にはどうも中

国には激情型の方が多いように感じられます」。

さらに, 「最近の反日運動などを目にすると,留

学したい気持ちは薄れてきました。デモの映像な
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どを見ると反射的に中国に対して嫌悪感がわいた

りもします。中国語を学ぶのも嫌になりかけまし

た。」と学生が嫌中的心情に変わっていく。しか

し　4, 5年前入学した学生の自由記述には次の

ようなくだりがあって,中国語に対する態度はき

わめて対照的である。 「中国語は大変美しいと思

います。もし　r人生は美しいものに出会うための

旅JIであるとするならば,この出会いに背を向け

ることがどうしてできましょう。この機会を逃げし

たならば,僕は一生後悔し続けることでしょうo」12)

反日デモを報道するというタスクを抱えている

記者が一種の「タスク・フォース」になって中国

へ行軍,中国を映してくる。当然のことながら,

テレビカメラはレポーターの関心がわくところに

しか向けられない。結局,中国全土で反日の波が

うねり,在中日本人が飲み込まれるかのような危

機感を与えてしまう。しかし, SARSで引き上げ

た日本人がいても,反日デモで引き上げた日本人

はいなかったようである。親からの「大丈夫?」

という国際電話に,留学中の日本人学生が何事か

と驚いたという。

岡田(2002)によると,中国に関するプラスイ

メージを表す上位5つの項目としては, 1)歴史

や文化がすばらしい, 2)食べ物が美味し

い, 3)自然が美しい, 4)古典が好き, 5)経

済発展が順調に上がっている,があがっている。

他方,マイナスイメージの項目としては, 1)大

国意識がある, 2)昔の戦争のことを言い過ぎ

る, 3)民主化が立ち遅れている, 4)環境破壊

が進んでいる, 5)生活が貧しい,となってい

る。プラスイメージは上で議論した「知識の中の

中国」によって醸成されたものとしたら,マイナ

スイメージの形成は,その項目から見ても分かる

ように,明らかにマスコミによるものである。

「現代中国との関わりが比較的少ない項目に支持

が集まっている」という岡田氏の指摘のとおり,

12)これを記した,平成12年に入学した学生の心境の変化
の有無を知る由もないが,小浜ほか(1989)のアンケー

ト調査の結果からみて,中国に対する日本人学生の感情

の変化がある程度推測がつく。それによると, 80年代に
起こった「教科寄問題」に対する中国側の反発について

は, 「当然の反応だ」, 「中国側の立場は理解できる」と
応える学生は,あわせて80%にも達しており, 2005年

の暮れに公表されたr中国が嫌い」な日本人が6, 7割

という数字(r朝日新聞J)とは対照的である.

日本人学生にとって,中国はまだまだ時空とも

「彼方の国」であると同時に,マスメディアも,

中国を「此方の国」として映し出していない。

「ごくごく一般の現代の中国の方の生活ぶり等は,

いまいち見えてこないんですよね」, 「中国に対し

ていろいろな間違った先入観ももっているので,

本当の中国の姿を知りたいです」という中国語受

講者の要望に見られるように,マスコミなどによ

る中国に対する先入観の存在を学生自身も意識し

ている。

幸いなことに,マスコミの報道に誘導されつつ

ち,自分の目で確認して判断する日本人学生も

徐々に出ている。 「(「人民日報(海外版)」を読ん

で)日本をはじめ,中国の近隣の国についてもよ

く書かれていることが分かりました。 r中国は思

想の統制が行われているJ　と少し聞いたことがあ

るので読んでみましたが,そのような内容ではな

くて安心しました。」, 「中国共産党の機関紙なの

で,もう少し怪しい,思想統制目的の記事がある

のかと思ったらそうでもなかったと思います。」

という感想に示すように,日本人学生に対して,

実体験を伴った中国の再認識を促すことが誤解や

偏見を解消する有力な手がかりになる。

今やネット社会である。 「人民日報」には日本

語版, 「日本経済新聞」, 「共同通信」には中国語

版が,それぞれ用意されているように,日本人も

中国人も本国以外のチャンネルを通して相手国に

関する情報を把捉でき,多面的な相互認識が可能

になりつつある。また,チャットで中国人と日本

人が会話したりするというコミュニケーションの

スタイルも増えてきている。そういう会話(たと

えfacetofaceでないとしても)を通して意見が

交換され,相互理解が深まることが期待される。

それにしても,マスコミの偏りや一面性をどう克

服するかが,正しい中国認識(日本認識も)を保

持するにもっとも喫緊な課題と言って間違いなか

ろう13)

5.中国の外の中国
中国の外の中国とは,日本と中国以外の諸国の

中の中国のことである。

中国の伝統文化や生活風習が日本に伝えられ,

日本人の日常生活の一部となっている。日本人学

生たちは実生活のレベルにおいても中国を体験す
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ることができる。食文化がその典型である。中国

語受講者に中国から連想するものを挙げてもらう

と,十中八九　ギョウザやチャーハン,ラーメン

をはじめとする中華料理を挙げる。中国旅行に出

かけ,北京ダックなどの本場の中国料理を楽しむ

ことを,中国語を学習する目的の1つとする学生

もいる具合である。

「中国風の服を着た絵を見るとわくわくしてき

ます」と述べているように,中国の服装文化に魅

せられる女子学生も少なくない。中国に対するプ

ラスイメージの形成に影響を与えているもののl

つはチャイナドレスである。 「チャイナドレスに

あう女になりたいです」とか, 「チャイナドレス

を着て写真授りたいです」というように,チャイ

ナドレスにかなり愛着を持っている。

一方,中国の伝統遊戯の麻雀や,スポーツの太

極拳や少林寺拳法なども,中国に対するポジティ

ブなイメージを醸成する要素となる。麻雀をやる

と,中国語の数字の数え方や「人和地和天和」の

文言を覚えてくる。そして, 「(麻雀の)ルールを

考え付いた中国人の発想の豊かさと,人生の楽し

み方には,とても感心できる。頭の中で役の作り

方を考え,相手の心理を読み取り勝負する。この

楽しさは一度覚えられたらやみつきになってしま

う。このゲームを生み出した中国人に感謝する!!」

(塵清2005より引用)というように,中国の伝統

文化に尊敬の念が生まれてくる学生もいる。

このような日常生活の中の中国を凝縮している

空間としては,日本三大中華街即ち横浜中華街,

神戸南京町,長崎新地中華街がある。日本人学生

の多くが修学旅行などで中華街を訪れ,孔子廟や

関帝廟を目の当たりにして中国の伝統文化を実感

する。中国的味を味わい,中国的匂い,中国的色

を感じては,今の中国への想像が脳裏に去来す

13)情報学者の西垣通氏が「日本はマスメディアの影響力

がとても強い国で,一種の過剰コピー文化社会だ」と指
摘している(r朝日新聞j 2006年1月3日)。西垣氏がい

う「過剰コピー文化社会」は何も日本に限ることはな
い.それにしても,国際政治学者の山内昌之氏が指摘し

ているように, 「インターネットやメールなど技術の進

歩は,情報伝達スピード脱争をもたらし,正確さや厚み
よりもむしろ表層だけのr速い慣熟の一方的な伝達に

満足する傾向が蜘ゝ」 (r朝E]新聞』 2005年12月1日)と
いうのが事実であって,マスコミ報道に映っている中国

認識に関する断片的な情報や知識の是正の問題が切実で
提起されてよいn

る。長崎中華街だけでも,冬を彩る風物詩の「ラ

ンタンフェスティバル」 (元が「春節祭」),夏の

「ペーロン大会」, 「精霊流し」,秋の「おくんち」

(重陽の節9月9日にちなむ)などがあり,中国

の原風景を覗かせる。長崎の中の中国文化に触

れ,伝統文化に憧れている学生が中国語を専攻す

るケースもあったのである。

今日の異文化接触・交流の特徴は, I)その量

の飛躍的増大, 2)地方への拡散, 3)その日常

性, 4)あつれきの増大と要約されているよう

に14)日本では,人的交流も盛んである。華僑や

新来者(new comer)と呼ばれる在日中国人と

の付き合いは,日本の中の中国を体験する重要な

部分になっている。実際,日本人学生は,自分の

先生や知人,両親や姉妹兄弟,祖父母や親類か

ら,中国体験の話を聞いたりして,間接的に中国

に関する知識を増やす場合も多い。それに加え

て,華僑や新来者の子弟をクラスメートに持った

り,留学生,外国人労働者,研究者,外国人花嫁

などと隣人として付き合ったりしている。留学生

や新来者の子弟たちが学習上に現れる「食欲」と

も言えるぐらいの積極性,向上心や,生活上の倹

約精神に感心したという報告も少なくない。いう

までもなく,中には,コンフリクトを起こした

り,在日中国人の行動に戸惑ったりする,いわゆ

る苦い経験をもつ学生もいる。それでも,日本の

中の中国を体験することはこれからますます増え

ていくのであろう。

ところで,ヨーロッパやアメリカ-行って,向

こうの食事に厭きたら,中華料理の店に入ると日

本人は安堵感を感じるという。これは,日本人が

中国文化(食文化)に馴染んでいることを意味す

る一方,日本と中国以外の地域においても,中国

を経験することができると解されてよい。 「人煙

立つところ華僑あり」と言われるように,三千万

人とも言われる華僑,新華僑が世界各地に居住し

ている.海外留学に出かけていく日本人学生が,

そこにいる中国人と付き合い,中国を理解してい

くという事例もあるo当然のことながら,日本に

いる中国人と同様,第二の社会化のプロセスを経

たそこの中国人であるだけに,それぞれの国の文

化の色に染まっているはずであり,中国人として

14)北海道大学言語文化部編(1995) p2.を参照。
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一般化できない。或いは,特殊な事情,背景をも

つ中国人もいるかも知れない。日本人学生が留学

中イギリスで経験した中国人「遊学生」の事例が

それを教えてくれる。イギリス留学できるのは,

中国におけるごく一部の裕福層の子弟に限られ

る。日本人留学生の体験談によると,その彼たち

彼女たちの一部は自分の意思で海外留学にいった

のではなく,親の希望に沿う形のものに過ぎない

という。お金に甘んじて,よく外食もするし,夏

休みに入ると帰国してしまう。勉強が難しくなる

と放棄してしまう傾向も見られ,日本または大陸

にいる中国人学生の多くが持っている向上心や倹

約精神に欠け,対照を成しているという15)

6.おわりに
国際コミュニケーション能力や異文化理解能力

を高めることが,日本におけるこれからの高等教

育の重要な課題のlつとなっている16)そして,

経済をはじめとする中国と日本の交流活動がます

ます盛んになっていく一方という情勢の下におい

て,中国人に課される日本理解の課題と同様に,

日本人にとっても,いかにして中国を理解してい

くかが,避けて通れない切実な問題となる。 「中

学生,高校生の時は外国語として英語のみを学ん

できたので,イギリス・アメリカといった国々の

方が身近な国になっています。私は中国をただの

距離的に近い国だけでは終らせたくありません。」

という学生の期待に応えなければならないのであ

る。

中国はこれからどんどん変わっていくO　それに

伴い,日本人学生の中の中国も変化していくであ

ろう。日本人学生が見た中国は,部分的でありな

がらも,中国の真実そのものであることは否めな

い。また,日本人学生の中の中国は,中国を捉える

ことであると同時に,日本を捉えることでもある

という事実も否めない。中国理解の教育に携わる

15) r人民日報(海外版)∫ 2005年11月17日号に, 「加重
大: "中国閥少"成一景」 (カナダ: r金持ちの坊ちゃん」
の風景)という記事が載せられ,日本人学生の観察と合

致している。

16)中央教育審議会答申(平成17年9月5日) r新時代の
大学院教育一国際的に魅力ある大学院教育の構築に向け

て-Jによると,企業からの「人材育成の面での大学・
大学院への期待」は, 「国際コミュニケーション能九

異文化理解能力を高めること」が11項目の中間の6位を

占めていることが分かる.

ものとしては,日本人学生の中の中国像を把握す

ることを自任し,不断の努力を怠ってはなるまい。
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